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注意事項 
 

①試験時間は 20分です。 

②本試験は選択式で、20 問出題します。 

③試験中は、筆記用具（鉛筆・消しゴム）、受検票以外のものはカバンなどにしまい、椅子の下

に置いてください。 

④携帯電話、スマートフォンなどの通信機器類の使用は禁止します。必ず電源を切り、カバンな

どにしまってください。 

⑤受検票は係員が確認できるよう、通路側に置いてください。 

⑥解答用紙に受検番号・氏名を記入してください。※記入漏れがあった場合、採点はされません。 

⑦試験監督者から開始の合図があるまでは問題用紙を開けないでください。 

⑧試験開始後、問題に取りかかる前に問題全体を確認してください。落丁や乱丁があった場合は

試験監督者に申し出てください。 

⑨試験開始後の質問には一切お答えできません。 

⑩不正行為があった場合はすべての解答が無効になります。 

⑪解答用紙への記入方法は、解答用紙の記入例を参考にしてください。また記入の際は必ず鉛筆

またはシャープペンシルを使用してください。 

⑫試験中に退出することはできません。 

⑬試験終了後は速やかに筆記用具を置き、試験監督者の指示に従ってください。 

⑭試験監督者の指示に従わない場合、退出を命じることがあります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

厚生労働大臣指定試験機関 

日本百貨店協会 接客販売技能検定事務局 
 

  

試験問題は次ページから始まります 



1 

第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 1] 

次のイラストは、店長のＡさんをたずねて来店されたお客様を、新人の販売スタッフＢさんが対応し

ている場面です。その際のＢさんの言葉づかいとして最も適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

 
 

1．「Ａさんを呼んで参りますので、少々お待ちいただけますでしょうか？」 

2．「Ａ店長を呼んで参りますので、少々お待ち下さい。」  

3．「Ａを呼んで参ります。少々お待ち下さい。」 

4．「Ａを呼んで参ります。少々お待ちいただけますでしょうか？」 

 

 

 

[問 2] 

次のイラストは、会計を終え、お客様のＤさんにカードをお渡ししている場面です。その際の言葉づ

かいとして最も適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1.「Ｄ様、カードをお返しいたします。」 

2.「Ｄ様、カードの方、お返しいたします。」 

3.「お客様、カードのお返しになります。」 

4.「お客様、カードの方、ありがとうございました。」 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 3] 

次のイラストは、Ａ店で、お取り置きの商品に販売スタッフが貼った「お取り置き伝票（以下、伝票）」 

です。お取り置き商品をお客様に販売した後の、この「伝票」の取り扱い方として最も適切なものを 

1～4より 1つ選びなさい。なお、Ａ店は、個人情報取扱事業者です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．返品やお取り替えに備え、他のスタッフにもわかるように伝票を接客カウンターの上に置いた。 

2．ご来店のお礼と併せて、セール案内のダイレクトメールを伝票の住所に送付した。 

3．お取り置き商品をお客様に販売した後、伝票を廃棄した。 

4．お取り置きのお客様の名義でメンバーズカードを作成し、伝票の住所へお送りした。 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 4] 

次の店長の指示について、下線部に該当するものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

店長：「新しく入荷した商品をディスプレイするから、バックヤードにあるトルソーを持ってきて」 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 5] 

次の販売員の説明のうち、イラストのパンツに対する説明として適切なものを 1～4より 1つ選びなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．「一見スカートのようにも見えるパンツで、パラッツォ・パンツというデザインです。一般的に、

スカンツよりボリュームがあるものをいいます。」 

2．「こちらはキュロットといいます。もともとはフランス語で半ズボンという意味でした。」 

3．「鐘のようなシルエットから、ベルボトムと呼ばれます。フレアーパンツの一種です。」 

4．「こちらのように裾丈が短く、6分丈から 7分丈のものをクロップドパンツといいます。」 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 6] 

次の販売員の説明のうち、イラストのスカート丈に対する説明として適切なものを 1～4より 1つ選び

なさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.「こちらは一般的にマイクロミニと呼ばれる丈です。」 

2．「こちらは一般的にミディスカートと呼ばれる丈です。」 

3．「こちらは一般的にロングスカートと呼ばれる丈です。」 

4．「こちらは一般的にくるぶし丈と呼ばれる丈です。」 

 

 

 

 

 

[問 7] 

次の糸に関する販売員の説明のうち、誤っているものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1．「2 本の糸を撚り合わせて 1 本の糸にしたものを双糸、3 本の糸を撚り合わせたものを三子糸といい

ます。」 

2．「標準より少ない撚り数の糸を甘撚り、多い撚り数の糸を強撚といいます。」 

3．「綿や麻など、短い繊維を撚った糸のことをフィラメント糸といい、番手という単位で表します。」 

4．「金箔を巻いた糸や、金属シートを糸状にしたものをメタリックヤーンといいます。」 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 8] 

次の指定用語に関する販売員の説明のうち、誤っているものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1．「指定用語とは、繊維名を表示するためにアパレルメーカーが定めているものです。」 

2．「繊維名を表示するときは、決められた用語を使用しなければなりません。」 

3．「2017 年から、“指定外繊維”という用語は廃止されました。」 

4．「繊維によっては、指定用語にアルファベットが含まれているものもあります。」 

 

 

 

 

[問 9] 

次の汚れに関する販売員の説明のうち、誤っているものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1．「ドライクリーニングでは汗の汚れを完全に取り除くことはできません。」 

2．「皮脂や食べ物の汚れは、水溶性の汚れに分類されます。」 

3．「汚れの種類に合わせた落とし方をすることで、生地を傷めずにきれいにすることができます。」 

4．「ジャケットは、他の部分に比べて袖口や襟元が汚れやすいのでご注意ください。」 

 

 

 

 

[問 10] 

次の採寸に関する販売員の説明のうち、適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1．「採寸をするときは、できるだけ緊張した状態で立っていただけますか。」 

2．「バストは緩めに、ウエストはきつめにメジャーを当てます。」 

3．「ジャケットをお召しの場合、その上から採寸した値が採寸値となります。」 

4．「ボディサイズは体調によっても変わりますので、時々採寸をすることをお勧めします。」 

 

 

 

 

[問 11] 

次のＪＩＳサイズに関する販売員の説明のうち、適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1．「ＪＩＳサイズは海外でも用いられており、世界共通のサイズ表示です。」 

2．「一度設定されたＪＩＳサイズは不変のため、今後サイズ表示が変わることはありません。」 

3．「ＪＩＳ表示では、フィット性を必要としない衣服には範囲表示が用いられます。」 

4．「ＪＩＳ表示では、衣料寸法表示という表示方法を用いています。」 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 12] 

次のイラストは販売員がパンツの採寸をしているところです。イラストと採寸箇所の名称の組み合わ

せとして、適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

ア イ 

  

ウ エ 

  

 

1．ア－ 渡り幅    イ－ 裾幅     ウ－ 股下   エ－ パンツ丈 

2．ア－ 股下    イ－ 渡り幅 ウ－ パンツ丈   エ－ 裾幅 

3．ア－ 股下    イ－ 渡り幅 ウ－ 裾幅    エ－ パンツ丈 

4．ア－ 渡り幅    イ－ 裾幅     ウ－ パンツ丈   エ－ 股下 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 13] 

次の言葉は、試着をしているお客様に対して販売員が説明をしたものです。パンツのフィッティング

時の説明として不適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1．「ヒップ下あたりに不自然なしわが出ておりません。」 

2．「ポケットが開かずきれいに収まっています。」 

3．「アームホール周りに適度なゆとりがございます。」 

4．「脇線がきれいに下りています。」 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 14] 

次のイラストは、修理のためジャケットにピンを打った様子を示しています。袖丈詰めを行う際のピ

ンの打ち方として適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1 2 

  

3 4 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

 [問 15] 

あなたは婦人服売場の販売員です。次のようなお客様に対して、どのような対応をとりますか。最も

適切なものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

お客様： カーディガンが陳列されている棚に何度か立ち寄り、同じ商品を手に取っている。 

 

1．「いらっしゃいませ。何かお探しですか？」 

2．「そちらのカーディガン、色がとても綺麗ですよね。」 

3．「あちらの棚にもニットをたくさん揃えていますので、ぜひご覧ください。」 

4．「お会計はあちらでお願いします。」 

 

 

 

 

[問 16] 

次の会話は、スカートを試着したお客様と婦人服売場の販売員とのやりとりです。（ ）に最もあては

まるものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

販売員：「サイズはいかがでしょうか。」 

お客様：「少しきついような気がします。」 

販売員：「さようでございますか。（   ）」 

 

1．「これくらいであれば気になさらないお客様がほとんどですよ。」 

2．「お手持ちのトップスはどのようなものが多いでしょうか。」 

3．「でも、私はこちらのサイズをお勧めいたします。」 

4．「ではひとつ上のサイズのものをお持ちしますので、履き比べてみてください。」 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 17] 

次の会話は、お客様と婦人服売場の販売員とのやりとりです。販売員の言葉の中にふさわしくない対

応が見られます。その理由として最もあてはまるものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

お客様：「最近黒ばかり着ているので、明るい色の服を探しているんです。」 

販売員：「さようでございますか。どのような色がお好きですか？」 

お客様：「オレンジ系とか、グリーン系の色が好きです。でも、何色を合わせたらいいのかよくわから

なくて。」 

販売員：「そうですよね。合わせやすさを考えるなら黒が一番お勧めですよ。」 

 

1．ご予算を確認する前に、お好みの色をうかがっている。 

2．黒が合わせやすい色であることの根拠をお客様に説明していない。 

3．お客様のニーズを考慮せずに、黒をお勧めしている。 

4．なぜ黒ばかり着ているのか、お客様の気持ちをうかがっていない。 

 

 

 

 

[問 18] 

お客様が商品のブラウスを手に「ちょっと派手じゃないかしら？」と、不安を口にされたときにおか

けする言葉として、最もふさわしいものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1.「まったくそのような心配はございません。」 

2.「どのような点がご不安でしょうか？」 

3.「確かに派手なお色ですが、気になるのは最初のうちだけですよ。」 

4.「他のお客様もよくそうおっしゃいます。」 

 

 

 

 

[問 19] 

お客様に「いらっしゃいませ」とお声がけをした直後の販売スタッフの動き方として、最もふさわし

いものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

1．お客様の近くで、お客様から声がかかるのをじっと待つ。 

2.「どうぞごゆっくりご覧ください」と声をかけ、商品整理などをしながらお客様の様子を見守る。 

3．お客様に近寄り「今日はどのような商品をお探しですか？」と声をかける。  

4．お客様に近寄り「こちらが新しく入荷した商品です」など、お勧めの商品をご案内する。 
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第 4回接客販売技能検定 

3 級レディスファッション販売（実技） 

[問 20] 

次の接客時のお客様との距離に関する説明について、文中の（  ）にあてはまる語句として最もふ

さわしいものを 1～4より 1つ選びなさい。 

 

人間には、「パーソナルスペース」と呼ばれる対人距離があり、一般的に、親近感や信頼感が形成され

ていない段階で、（  ）㎝以内に近づくと、相手は、警戒感やストレスを感じると言われています。 

この距離には個人差がありますが、特にアプローチや、接客の最初の段階では、お客様との適度な距

離を意識することが大切です。 

 

1．４５ 

2．７５ 

3．９５ 

4．１２５ 

 

 

 

 

 

―― 実技試験は以上です ―― 

 


